
 

姫路市一般廃棄物処理基本計画の全体像（計画期間：平成30～39年度）

現　況　と　課　題 基本的な考え方 基　本　方　針 基　本　施　策
基本理念

（目指す都市像）

国の動向

①食品ロスの削減

②健全なリユース市場の構築

③小型家電等の資源化

④製造段階での環境配慮設計

⑤流通・消費段階での容器包装の削減

⑥情報提供及び環境学習の充実

⑦廃棄物系バイオマスの利活用 等

主
な
取
り
組
み

兵庫県の動向

①食品ロス削減

②古紙、容器包装、小型家電等の資源化

③事業系ごみ処理料金の適正化

④不適正処理の未然防止

⑤高効率ごみ発電の導入

⑥廃棄物系バイオマスの利活用 等

主
な
取
り
組
み

環境問題を意識し、

循環型社会にふさわしいくらしが

定着する都市（まち）

市民一人ひとりが環境問題を意

識し、発生抑制（Reduce）、再使用

（Reuse）、再生利用（Recycle）をより

一層意識したライフスタイルを実践

している。

市
民
の
姿

事
業
者
の
姿

環境負荷低減に配慮した

企業活動を行う都市（まち）

排出者責任や拡大生産者責任の

考え方の定着に加え、商工業が盛

んな本市では、環境負荷低減に向

けた環境配慮型のビジネススタイル

が確立している。

◆ 発生抑制（Reduce）

「食品ロスの削減」、「マイバッグの持参」、「マイ箸、マイ

ボトルの利用」、「過剰包装の拒否」、「製品の長期使用」

等によりごみの発生抑制を図ります。

◆ 再使用（Reuse）

「詰め替え用品の利用」、「フリーマーケット、リサイクル

ショップの利用」、「レンタル商品の利用」等によりリユース

を図ります。

◆ 再生利用（Recycle）

「分別の徹底」、「店頭回収等の利用」、「生ごみの堆肥

化」等により再生利用を図ります。

取り組み 重点施策

◇ 食品ロスの削減

「計画的な食品購入」、「食材の使い切り」、「料理の食

べ切り」、「賞味期限の正しい理解」により、家庭系可燃ご

みに混入している食品ロスの削減を図ります。

◇ リユースの促進

市民同士が不用品交換やリサイクルショップの利用に

関する情報をインターネット等も活用しながら把握し、リ

ユースの促進を図ります。

◇ 分別の徹底

本市の分別区分に則した分別を徹底することで、家庭

系可燃ごみに混入している資源物の資源化を図ります。

◆ 環境にやさしい製品・サービスの開発・提供

「環境配慮型製品の開発・普及」、「過剰包装の抑制」、

「ばら売りや量り売り等の実施」、「食品ロスの削減」等に

より製造・流通段階でごみの発生抑制を図ります。

◆ 環境にやさしい経済活動

「詰め替え用品の利用」等によるリユースや「リサイク

ル事業者の積極活用」、「再生品の利用」等による再生

利用を促し、事業活動に伴う廃棄物の発生抑制を図りま

す。

取り組み 重点施策

◇ 環境配慮型製品・サービスの開発・普及・提供

自然エネルギーの利用や軽量包装の開発、店頭回収

の実施等、環境に配慮した製品・サービスの開発・普及・

提供により環境負荷の低減を図ります。

◇ 食品ロス削減に向けた取り組み

飲食店での「食べ切り運動」の取り組み、小売店での

「ばら売り」や「量り売り」の取り組み等を推進し食品ロス

の削減を目指します。

本市の現状・課題

特

徴

① 臨海部には鉄鋼、化学等の大・中小企業が集積し全

国有数の工業地域となっており、中心部には商業・

サービス業も発展している。

② 日本初の世界文化遺産・国宝姫路城をはじめ、魅力

ある文化・観光施設を保有しており、国内外から多くの

観光客が来訪する。

③ 秋祭りをはじめ、地域特有の文化に基づく活動が盛ん

であり、地域内の連携が強い。

① 1人1日あたりの家庭系ごみは緩やかながらも減少傾

向にある。

② レジ袋の削減や詰め替え用品の利用など、市民のご

みの減量化に対する関心は比較的高い。

③ 食品ロス削減に対する関心も高いが、可燃ごみの中

に未開封の食品や資源物の混入が見受けられる。

④ 店頭回収や古紙回収ボックスの設置等、民間による

自発的な資源化活動が活性化しており、これらの利用

に対する市民の関心も高い。

⑤ 行政の処理に基づく資源化率は低迷が続いている。

⑥ 粗大ごみのステーション方式に不便を感じる市民もい

る。

⑦ 市民及び事業者の地域の美観保持に対する意識は

高い。

①食品ロス削減の取り組み

②資源化率の向上

③事業者の環境配慮型の製品・サービスの開発等に対

する支援の検討

④環境・美化に関する取り組みの周知、認知度の向上

⑤粗大ごみのステーション方式に関する諸課題への対

応

⑥ごみ焼却施設の適正配置の検討

⑦ごみ焼却施設の老朽化対策

現

況

課

題

適正かつ高度でありながらも

市民生活と調和したごみ処理

システムを備えた都市（まち）

行
政
の
姿

適正かつ確実なごみ処理事業を

実施するのはもちろんのこと、収集

体制の効率化や高効率なエネル

ギー生成を実現するごみ処理施設

など、効率的で高度なごみ処理シス

テムを構築し、循環型社会実現に

向けた土壌を形成している。

また、市民や事業者の取り組みを

支援する仕組みや適切な情報が容

易に得られる仕組みが提供されて

いるほか、市民が楽しみ、学びなが

ら利用できる機能を持った処理施設

を整えるなど、親しみやすいごみ処

理行政が行われている。

３
者
協
働
の
姿

3者（市民、事業者、行政）が協働

して、住んでいる人にはもちろん、

本市を訪れる人にも誇れるごみの

ない美しいまちづくりに取り組んで

いる。

住む人・訪れる人にとって

気持ちの良い清潔な都市（まち）

取り組み 重点施策

◆ 周知・啓発活動の充実

「広報の見直し」、「イベント等における周知・啓発活動

の強化・改善」等に取り組み、市民・事業者のごみや環境

問題に対する関心を高めます。

◆ 新たな処理システムの検討

「水銀含有物の分別収集」、「粗大ごみの戸別収集」、

「処理手数料の適正化」、「小型家電の有効活用」、「収

集・運搬の効率化」、「ごみ焼却施設の集約化」等、新た

な処理システムを検討します。

◆ 適正処理の推進

「事業系ごみの組成分析」、「搬入ごみの展開検査」、

「事業者アンケートに基づく指導」等、不適物混入の実態

把握・防止を図り、適正処理を推進します。

◆ ごみ処理施設の高度化

「市川美化センターの老朽化対策」、「ごみ焼却時の高

効率エネルギー回収」等、効率性・経済性に優れたごみ

処理施設の整備・検討を進めます。

◆ 循環型社会の実現に向けた連携の活用

3Rの推進や環境意識の醸成を図るため、市民・事業者

だけでなく、教育機関など様々な分野との連携を積極的

に活用し、諸課題の解決に努めます。

◇ 広報の見直し

市民や事業者が求める情報を的確に把握し、ごみの

減量化・資源化がより一層推進されるよう、新たな広報

活動を検討します。

◇処理手数料の適正化

戸別収集に伴う粗大ごみの有料化、事業系ごみ等の

持ち込み手数料改定など、近隣市町村の動向を注視し

つつ処理手数料の適正化を図ります。

◇ 事業系ごみの展開検査

事業系ごみの展開検査を定期的に実施し、不適物混

入を防止します。

◇ 将来ごみ処理施設の検討

市川美化センターの老朽化対策に加え、将来的なバイ

オマスのエネルギー利用や、より高度な資源化等の機能

を見据えるとともに、住民生活環境との親和性が高い、

新美化センターの整備を検討します。

◇ 環境教育・啓発における大学等との連携

大学や学生等と連携し、小中学生に対する環境教育

や環境問題に関心の低い若者向けへの啓発など、多世

代への取り組みについて検討します。

◆ 3者協働による美化活動の充実

「みどりの美化キャンペーン」や「まちの美化清掃ボラン

ティア活動」等の美化活動を強化・拡大するとともに、新た

に3者が協働する仕組みを検討し、美しいまちづくりの充実

を図ります。

取り組み 重点施策

◇ 新しい3者協働体制の推進

まちの美化清掃ボランティア活動等の取り組みを積極的

にPRするとともに、市民や事業者が独自に実施している清

掃活動等を情報の把握し、それらのマッチングを図ること

で、新たな3者協働体制によるまちの美観維持・向上のた

めの取り組みを推進します。

（市民）

① 1人1日あたりの家庭

系ごみ排出量は減少

傾向にあるものの、可

燃ごみに未開封・未利

用食品や資源物が相

当な割合で混入してい

ることや、国や県が食

品ロスの削減、古紙、

容器包装廃棄物等の

一層の資源化などへ

の取り組みを推進して

いることから、市民に

は、「食品ロスの削減」

による減量化及び「分

別の徹底」による資源

化率の改善が求めら

れます。

（事業者）

② 商工業が盛んな本市

においては、国が製

造・流通段階での環境

配慮や容器包装等の

削減への取り組みを推

進していることを、「製

造業」、「飲食業」、「小

売業」を中心とした事

業者が当該取り組みを

推進し、環境配慮事業

活動の先進優良事例

として全国に発信する

機会と捉えます。

（行政）

③ 市には、循環型社会

形成へ向けた取り組み

が効率的に図られるよ

う、様々な分野を繋げ

るコーディネーターとし

ての役割が求められま

す。また、国や県が高

効率発電の実施や廃

棄物系バイオマスの利

活用への取り組みを推

進していることから、既

存の美化センターの延

命化や新美化センター

の整備において、当該

取り組みの導入検討

が求められます。

（3者協働）

④ 市民・事業者が、共に

持つ美観保持に対す

る意識の高さを、本市

をより美しく、魅力ある

住み良いまちづくりに

活かすことが必要で

す。また、それがにぎ

わいある交流都市へ

の一助となることが期

待されます。

市
民
・事
業
者
・市
（行
政
）が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
つ
つ
、
連
携
・協
働
し
て
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

３
Ｒ
が
浸
透
し
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ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
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お
く
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市
民
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そ
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ぞ
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役
割
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果
た
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つ
つ
、
３
者
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協
力
し
合
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、
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境
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し
く
（Eco

lo
gical

）、

環
境
配
慮
型
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
た
事
業
者
と

快
適
で
（Co

m
fo
rtab

le

）、
姫
路
ら
し
い
（Origin

al

）ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
基
盤
づ
く
り
に
努
め
る
行
政
が

未
来
に
誇
れ
るEC

O

な
都
市
（ま
ち
）を
目
指
す
。
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